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項 目 要  約 

１．研究の概要 
低線量放射線被ばくの人体影響を解明するために、PNA-FISH法を基盤技

術として、低線量放射線被ばくによる染色体異常についての効率的かつ高

感度な定量的自動解析システムを開発し、CT検査症例の臨床検体を用いた

同システムの有用性の検証を行うことで、低線量放射線被ばくの「ハイス

ループット生物学的線量評価法」を確立することを目的とし、以下の研究

開発を行う。 

１）PNA-FISH法による二動原体染色体・環状染色体の自動解析システム

の開発 

２）蛍光顕微鏡が不要な化学色素標識PNAプローブの開発 

３）臨床検体を用いた二動原体染色体・環状染色体の自動解析システム

有用性の試験的検討 

２．総合評価 Ｂ
・「1細胞あたり 20 本以上の染色体を解析できる」、「最短で 1,000 細胞の

解析を15分程度で行う」、「二動原体・環状染色体を90%以上の正解率で

検出できる」という自動化に繋がる前進がみられていることから、基本

的に目指した研究成果を得ていると判断できる。 

・また、目標設定を上回る臨床検体を収集し、自動解析とマニュアル解析

を試行して、両者の間での良い相関を認めたことは、評価に値する。こ

の方法がどれくらいまでの低線量域の医療被曝の評価に適用できるか

の具体的なデータが得られるとより適用の範囲が広がり、研究の意義が

高まると思われる。

・残念ながら研究期間内では通常色素を用いたプローブの開発ができてい

ない。今後の医療被ばくなどへの適用のためにも、是非、改善を進めて

欲しい。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


